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印刷／株式会社 美野電子印刷

　城下町高山の新しい交流拠点「飛驒高
山まちの博物館」
　その収蔵品を紐解くと、現在に生きる
わたしたちと過去の先人たちとの、刻を
超えた出会いが待っています。
　広報たかやまでは、収蔵品とそれにま
つわるエピソードを紹介していきます。

まち博
飛驒高山
　  まちの博物館
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高
山
祭
の
展
示
室
で
は
、飛
驒

の
文
化
の
結
晶
で
あ
る
屋
台
に
つ

い
て
、そ
の
歴
史
を
物
語
る
資
料

を
中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

春
の
山
王
祭
、秋
の
八
幡
祭
の

起
源
は
、と
も
に
江
戸
時
代（
17
世

紀
半
ば
）の
金
森
時
代
ご
ろ
か
ら

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。屋
台
に
つ

い
て
は
享
保
３
年（
１
７
１
８
）の

八
幡
祭
に「
高
砂
」「
猩し

ょ
う

々じ
ょ
う

」「
浮う

き

嶋し
ま

太だ

夫ゆ
う

夫
婦
」「
湯
ノ
花
」と
呼
ば
れ

る
屋
台
が
曳ひ

か
れ
た
と
い
う
記
録

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
が
現
在
わ
か

っ
て
い
る
高
山
祭
屋
台
の
最
も
古

い
記
録
で
、こ
の
時
、八
幡
祭
に
屋

台
が
す
で
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す（
柚
原
三
省
著「
日
記（
高

山
八
幡
祭
礼
行
列
）」、展
示
中
）。

屋
台
は
組
内
の
皆
さ
ん
に
よ
っ

て
守
ら
れ
、互
い
に
競
い
合
っ
て

今
の
形
へ
と
姿
を
変
え
て
き
ま
し

た
。文
化
年
間（
１
８
０
４
̶
１

８
）に
描
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る

「
高
山
祭
絵
巻
」（
展
示
中
）に
は
、

２
０
０
年
前
の
山
王
祭
の
屋
台
の

姿
が
描
か
れ
て
お
り
、４
段
構
成

で
屋
根
は
唐か

ら

破は

風ふ

、彫
刻
が
な
い

な
ど
、当
時
の
屋
台
の
姿
が
わ
か

り
ま
す
。

そ
の
後
、文
政
末
か
ら
天
保
年

間
ご
ろ
、屋
台
に
彫
刻
が
つ
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
と
名
を
馳は

せ
た

の
が
名
工
谷
口
与よ

鹿ろ
く

で
す
。与
鹿

の
彫
刻
下
絵
か
ら
は
、生
き
生
き

と
し
た
彫
刻
の
生
ま
れ
る
過
程
が

目
に
浮
か
び
ま
す（「
谷
口
与
鹿
獅

子
下
絵
」等
、展
示
中
）。

そ
の
他
、昔
の
か
ら
く
り
人
形

や
、今
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

屋
台
の
祭
神
な
ど
、展
示
物
は
高

山
祭
の
歴
史
を
知
る
上
で
貴
重
な

も
の
ば
か
り
で
す
。高
山
祭
の
長

い
歴
史
を
実
感
し
て
く
だ
さ
い
。

人
の
魅
力
、ま
ち
の
魅
力
、高
山
の
魅
力
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利用のご案内 交
通
ア
ク
セ
ス
　

ま
ち
な
み
バ
ス「
博
物
館
前
」下
車
す
ぐ

安川通り
上
一
之
町

上
三
之
町（
古
い
町
並
）

●高山別院

●空町
　駐車場

●城山公園

えび坂

バス停

●
市政記念館

さんまち
通り

市図書館
「煥章館」

まちの
博物館

●臨時休館のお知らせ
６月13日㈪午後７時～14日㈫午後９時

※館内防虫作業のため

開館記念特別展のご案内
高山祭新発見！祭りにかける技と心

春と秋に開催される高山祭。その屋台蔵に
収蔵されている貴重な資料を高山屋台保存
会の協力のもと展示するとともに、当館所蔵
の祭関係資料を展示中です。高山祭に関わっ
た多くの人々の思いや技をご覧ください。
●期日 ６月５日㈰まで

◆開館時間 展示室　午前９時～午後７時／研修室　
午前９時～午後９時／庭園　午前７時～午後９時
◆休館日 無休（臨時休館有）　◆観覧料 無料
◆駐車場 空町駐車場

（市民の方は２時間無料です※証明書要）
〒506-0844　高山市上一之町75　 32-1205

高
山
祭

谷口与鹿の獅子彫刻下絵


